
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 3005 

令和５年度 機械電気科 

 

教科 工業 科目 機械電気実習 単位数 ４単位 年次 ２年次 

使用教科書  

副教材等 学校作成教材 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

機械・電気系実習では、単に機器、装置のオペレート技術や職業的技能を身につけるだけではな

く、安全衛生、技術者としての倫理観、環境及びエネルギーへの配慮等について総合的に理解し、

産業界を支える人材となることが目標です。そのために、単に与えられた問題や課題を手順に沿

って学ぶだけではなく、それらで得た技術や知識を活かし、自らが問題や課題を見つけだし、自

分なりに答えを求め考えようとする意欲や姿勢を身につけることが大切です。 

 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

・機械・電気に関する基礎的・基本的な知識と技術を身につける。 

・実際の作業を通して現代社会における工業の意義や役割を理解する。 

・環境やエネルギーに配慮し、工業技術の諸問題を主体的・合理的に解決できる力を身につける。 

・工業と社会の発展を図る創造的な能力と実践的な態度を養う。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技術 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

各分野に関する基礎的な知

識・技術を身につけ、安全や

環境に配慮し、ものづくり

を合理的に計画し、実際の

仕事を適切に処理する技術

を身につけ理解している。 

 

 

 

 

各分野に関する諸問題の適

切な解決をめざして広い視

野から自ら考え、基礎的な知

識と技術を活用して適切に

判断し、その結果を的確に表

現する能力を身につけてい

る。 

各分野に関する課題につい

て関心を持ち、その改善・

向上をめざして主体的に取

り組もうとするとともに、

実践的な態度を身につけて

いる。 

上に示す観点に基づいて学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じてそれぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

年
間 

 

単
元
分
け
な
し 

旋盤とフライス盤実習 

  基本操作の学習 

 

ガス・アーク溶接実習 

  基本作業の学習 

 

テスター製作と CAD 実習 

  はんだ付けと機械系製図 

 

シンクロスコープの取り扱いと 

 電源回路実習 

 

PIC 制御とシーケンス制御 

   機械動作の学習 

 

論理回路実験と 

トランジスタ・基礎回路実験 

  

a:各分野について正しい知識を

持ち、学習内容を理解したうえ

で実習作業ができる。 

 

b: 各分野について知識と技術を

活用して適切に判断・表現する

能力を身につけている。 

 

c: 各分野に興味・関心を持ち、意

欲的に取り組み、創造的・実践

的な態度を身につけている。 

作業手順 

作品 

 

 

 

報告書 

 

 

 

 

 

意欲的に

取り組む

態度 

積極的な

質問・発

表の状況 

 

※ 表中の観点について a:知識・技術 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         


